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　公益社団法人 日本放射線技術学会
（以下，技術学会）と社団法人 日本放
射線技師会（以下，技師会）は，2011年
8月27日（土）に京都テルサ（京都市）
にて，5回目となる公開合同学術セミナー
を開催した。技術学会副代表理事の小
倉明夫氏の総合司会のもと，「専門技師
制度・認定機構の将来を考える─共通性・
独自性・連携の在り方─」をテーマに，
現在，独自基準で運営されている専門
技師制度・認定機構の，将来的な制度
のあり方や共通基準・連携の可能性，
社会に評価される体制作りについて，基
調講演2題，シンポジウム4題と総合討
論が行われた。
　はじめに，技術学会代表理事の真田
茂氏と，技師会会長の中澤靖夫氏が挨
拶に立った。真田代表理事は，学術団
体と職能団体という互いの立場を尊重し
ながら，密に連携をとることの重要性を

●基調講演

　基調講演1では，池田康夫氏（社団
法人日本専門医制評価・認定機構/早
稲田大学理工学術院生命医科学科）が，
「我が国の専門医制度の現状と将来」を
テーマに講演した。1962年の日本麻酔
指導医制度に始まるわが国の専門医制
度は，86年に日本医学会，日本医師会，
協議会による三者懇談会が開催され，
医学会全体で専門医認定制度について
考える方向性ができた。しかし，学会ご
との独自の専門医認定は，制度の統一性，

強調し，現在議論されている認定制度
の統合化が，より良い医療技術の提供
に直結すると述べた。また，2010年4月
の厚生労働省医政局通達に明記され，
検討が始まったばかりの「技師による読
影補助」にもかかわる重要なテーマであ
り，この機会に議論を深めたいと述べた。
　中澤会長は，今回のテーマは，Ai認定
技師の問題や平成24年度の診療報酬改
定への提言，チーム医療における診療放
射線技師の診療補助業務の検討におい
ても重要なものであるとした。そして，
この議論が将来的に共同の認定機構の
構築につながり，認定
技師が正しく国民に
評価され，ひいては診
療報酬に反映されるこ
とが望ましいと述べた。

専門技師認定制度の行方専門技師認定制度の行方
─認定基準の共通性や連携は可能か

診療放射線技師（以下，技師）が担う業務は，X線一般撮影に限らず，
CT，MRI，血管造影，核医学検査，放射線治療など専門性が細分化され，
かつ，それぞれの技術が急速に進歩しており，技師には高度で特化した技
術が要求されるようになっています。近年，安心・安全で質の高い医療
を提供するため，多くの専門技師認定機構が設立されていますが，一方で，
それぞれが独自の基準で運営され，統一性がないといった課題も抱えてい
ます。そこで，関連の団体・学会からなる共同認定機構の設立が提案され，
検討が進められています。特集2では，8月に開催された公開合同学術セ
ミナーを契機に，2007年1月号，2010年1月号の特集に続く第三弾と
して，今後の専門技師認定制度の方向性について考えます。
＊ 認定制度のデータベースをインナビネット（http://www.innervision.co.jp/
recognition/）に掲載していますので，ご活用ください。
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専門医の質の担保の点で懸念があること
や，患者からはわかりにくい制度となって
いるといった問題点が多いため，2008年
に日本専門医制評価・認定機構（現在
は75学会が加盟）が発足，制度の標準
化をめざし，専門医制度整備指針や専
門医育成のためのカリキュラム，プログ
ラム作成の指針を示していることが説明
された。また，学会自体が専門医を認
定する仕組みが利益相反との指摘もある
とし，経済的にも自立した中立的第三
者機関としての新たな専門医機構設立
への取り組みについて紹介した。
　続いての基調講演2では，「専門技師
制度と認定機構」と題して，技術学会
で8年間にわたり専門技師認定機構立
ち上げに携わってきた大西英雄氏（県立
広島大学大学院総合学術研究科）が講
演した。近年，放射線領域の検査は高
度化，細分化が進んでいることから，学
術的に高い知識と画像判断能力を持つ
専門技師の必要性を説いた。また，技
術学会の認定制度に関する変遷を紹介し，
関連学術団体との共同認定という仕組
みであることを強調した。今後は，専門
性を認定する第三者外部評価機関が必
要になるとの方向性を示した。

●シンポジウム

　シンポジウムでは，技術学会理事・学
術委員長の石田隆行氏と，技師会常務
理事の児玉直樹氏が司会を務め，「放射
線認定機構・専門技師制度を考える」

をテーマに，4題の講演が行われた。
　1題目は，「日本放射線技師会が提案
する認定技師・認定機構について」と
題し，技師会常務理事の松本　貴氏が
講演した。松本氏は，技師会の生涯教育・
学習システムと，その達成度により認可
される同会の技師格（ベーシック，アド
バンスト，シニア，マスター）および認
定技師制度について解説。技師格につ
いては，名称変更などの制度改定が求
められており，また，4年制大学卒の技
師が増加してきていることから，より深
い内容への見直しも検討されているとい
う。そして，認定基準の統一化などを図
るための共同評価認定機構（仮称）構想
について説明し，技術学会，技師会，
日本医学放射線学会，識者や一般団体
などから構成され，従来の認定機構は
部会のように位置づけるといった概要を
述べた（70～71P参照）。
　2題目は，「看護師の認定制度について」
と題し，香川大学医学部の内藤直子氏
が講演し，1996年に始まったわが国の
専門看護師認定制度の現状について解
説した。看護師の資格認定制度は，す
べて日本看護協会が認定しており，専
門看護師（CNS），認定看護師（CN），
認定看護管理者（CNA）の3つのランク
に分けられる。いずれも厳しい教育課程
と実務経験を経て認定されるが，特に医
療機関での広告が可能なCNSは，約
135万人の看護師のうちわずか612名に
すぎないという。今後はさらに，上級看

護師（NP）や特定看護師（仮称）の認
定が課題になるだろうと述べた。
　3題目は，技術学会理事でもある大阪
大学医学部附属病院の𡈽井　司氏が，
「放射線技術学会が進めてきた専門技師
制度の変遷と問題点」をテーマに講演し
た。はじめに，技術学会が独自の専門
技師制度を持たず，関連学会と共同で
認定機構を設立してきた経緯を解説。
認定制度は教育の一環であるとして，標
準的レベルアップをめざし，スキルアッ
プのために教育制度や学術大会の改革，
論文化の推進を行っていることを説明し
た。また𡈽井氏は，学会の発展に貢献
できる人材の輩出も専門技師制度の目
標と考えているとした。
　最後に，技術学会の前代表理事であ
る小寺吉衞氏（名古屋大学医学部保健
学科）が，「学会が期待する認定機構の
将来」をテーマに講演した。小寺氏は，
認定機構における学会としての役割と，
めざすべき診療放射線技師教育につい
て詳述。学会が検討・対応していくべき
こととして，4年制大学への教育の一本
化，技師会との協力体制の確立，国際
化などを挙げ，学会がめざす高度専門職
業人像を示した（68～69P参照）。
　総合討論では，シンポジウムの講演者
4名と，大西氏が登壇。会場からの質問
や意見に対し，それぞれの立場からの回
答や助言がなされ，共同評価認定機構
の可能性や方向性，課題について有意
義な議論が行われた。 （文責　編集部）
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